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第３回北竜町議会定例会 第１号

平成２８年９月１４日（水曜日）

〇議事日程

１ 会議録署名議員の指名

２ 会期の決定

３ 諸般の報告

４ 行政報告

５ 一般質問

６ 諮問第 １号 人権擁護委員の候補者の推薦について

７ 同意第 ３号 教育長の任命について

８ 議案第６０号 「認知症になりにくいまちづくり」宣言について

９ 議案第６１号 北竜町介護福祉士修学資金貸付条例の制定について

１０ 議案第６２号 北竜町農業委員会委員定数等条例の全部改正について

１１ 議案第６３号 北竜町税条例の一部改正について

１２ 議案第６４号 なごみ団地公営住宅Ａ棟建設工事請負契約の締結について

１３ 議案第６５号 平成２８年度北竜町一般会計補正予算（第３号）について

１４ 議案第６６号 平成２８年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）に

ついて

１５ 議案第６７号 平成２８年度北竜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について

１６ 議案第６８号 平成２８年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第３号）につい

て

１７ 議案第６９号 平成２８年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別

会計補正予算（第２号）について

１８ 議案第７０号 平成２８年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第２号）につい

て

１９ 認定第 ２号 平成２７年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定について

２０ 認定第 ３号 平成２７年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

２１ 認定第 ４号 平成２７年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

２２ 認定第 ５号 平成２７年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

２３ 認定第 ６号 平成２７年度北竜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
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２４ 認定第 ７号 平成２７年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決

算認定について

２５ 認定第 ８号 平成２７年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別

会計歳入歳出決算認定について

２６ 認定第 ９号 平成２７年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について

２７ 閉会中の所管事務調査について

〇出席議員（８名）

１番 北 島 勝 美 君 ２番 藤 井 雅 仁 君

３番 小 松 正 美 君 ４番 佐 光 勉 君

５番 小 坂 一 行 君 ６番 松 永 毅 君

７番 山 本 剛 嗣 君 ８番 佐々木 康 宏 君

〇欠席議員（０名）

〇出席説明員

町 長 佐 野 豊 君

副 町 長 竹 内 範 行 君

教 育 長 本 多 一 志 君

総 務 課 長 井 上 孝 君

企 画 振 興 課 長 高 橋 利 昌 君

住 民 課 長 中 村 道 人 君

建 設 課 長 大 矢 良 幸 君

産 業 課 長 有 馬 一 志 君

農 業 委 員 会
山 田 英 喜 君

事 務 局 長

教 育 次 長 南 秀 幸 君

会 計 管 理 者 続 木 敬 子 君

地 域 包 括 支 援
藤 井 政 信 君

セ ン タ ー 長

永 楽 園 長 杉 山 泰 裕 君

代 表 監 査 委 員 長 谷 川 秀 幸 君

教 育 委 員 長 竹 林 信 幸 君

農 業 委 員 会 長 橋 本 勝 久 君

〇出席事務局職員
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事 務 局 長 山 田 伸 裕 君

書 記 糸 谷 梨 生 君

書 記 橋 本 僚 太 君
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開会 午前 ９時００分

◎開会の宣告

〇議長（佐々木康宏君） ただいま出席している議員は８名であります。定足数に達して

おりますので、平成２８年第３回北竜町議会定例会を開会いたします。

◎開議の宣告

〇議長（佐々木康宏君） 直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（佐々木康宏君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、議長において、４番、佐光議員

及び５番、小坂議員を指名いたします。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長（佐々木康宏君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から１６日までの３日間にいたしたいと思

います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、会期は本日から１６日までの３日間に決定いたしました。

お諮りいたします。会議規則第９条第２項の規定に基づき、議事の都合により１５日は

休会にいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、１５日は休会とすることに決定いたしました。

◎日程第３ 諸般の報告

〇議長（佐々木康宏君） 日程第３、諸般の報告を行います。

本定例会に提出された案件は、諮問１件、同意１件、議案１１件、認定８件であります。

次に、本定例会に説明員として、佐野町長、竹内副町長、本多教育長、長谷川代表監査

委員、竹林教育委員長、橋本農業委員会会長、井上総務課長、高橋企画振興課長、中村住

民課長、大矢建設課長、有馬産業課長、山田英喜農業委員会事務局長、南教育委員会教育

次長、続木会計管理者、藤井地域包括支援センター長、杉山永楽園園長が出席いたします。

本会議の書記として、山田伸裕局長、糸谷書記、橋本書記を配します。

次に、監査委員から、平成２８年３月から７月分に関する例月出納検査の結果報告がご
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ざいました。この際、代表監査委員から補足説明があれば発言を許します。

長谷川代表監査委員。

〇代表監査委員（長谷川秀幸君） 監査委員の長谷川秀幸でございます。ただいま発言の

お許しをいただきましたので、若干お時間をいただきまして、地方自治法第２３５条の２

の規定に基づき毎月実施をいたしております例月出納検査の結果につきまして補足説明を

させていただきます。

例月出納検査結果報告書につきましては、既に皆様方のお手元に配付されておりますと

おりでございます。今回の報告書は、議会定例会の開催月の関係から３月分から７月分ま

での５カ月分でございます。

検査結果についてでありますが、報告書のとおり、いずれの月も一般会計、特別会計な

どともに従前同様現金の収支状況について検査、計数照合の結果、誤りなく適正に処理さ

れていることを確認いたしました。また、各基金などの残高につきましても通帳と符合し、

現金の保管事務は誤りなく適正に処理されていたことが認められましたことをご報告申し

上げます。今後とも引き続き適法にて適切な会計処理に努められますことを望みます。

なお、例月出納検査の実施過程におきまして、本結果報告書に記載不要と判断いたしま

した指摘事項または検討事項が数点ございました。いずれも口頭において指摘または早期

検討、要望をお願いいたしたところでございますが、これらの中から特に早期改善に向け

て取り組んでいただきたい２点の事項について申し上げます。１点目は、８月下旬にこの

後議案といたしまして提案される予定となっております決算審査を行っておりますので、

一部重複する見方もできますが、特別会計に対する運用金の扱いでございます。昨年度途

中から気にかかっていた点でございますが、年度当初から大体年度末まで特別会計へ事業

運営資金として一般会計より運用金を支出いたしております。この運用金の精算は、主に

年度末に予算議決されておりますそれぞれの特別会計に繰り入れされる一般会計からの繰

出金がなされた後、運用金を一般会計に戻入する方式で整理されておりました。本町には

７つの特別会計が存置されておりますが、いずれの事業も独立して会計が設けられており

ますので、まずは一般会計から予算の範囲内で各特別会計へ適時適正額の繰出金が優先さ

れるべきであります。また、特別会計側が繰出金を受け、なお一時的に運営資金に不足を

来すときには、この場合、議決を受けている範囲内で銀行などからの一時借入金を起こす

のが原則と考えます。しかしながら、この一時借入金につきましては同じ町の会計であり

ますので、一般会計に余裕資金のある場合には現行と同様、無利子扱いで運用金の形で一

時的に補填されることも十分考えられることと思います。ただし、そのことによって一般

会計が銀行などより一時借り入れを行って補填することなどがあっては適切とは言いがた

いことになってまいります。平成２８年度分も前年同様、４月から既に一般会計からの運

用金がそれぞれの特別会計に支出されております。できるだけ早い時期にそれぞれの特別

会計に対し、定められた範囲内での適時適正額の一般会計からの繰出金を支出いたし、こ

のことにより不要となる運用金の撤収を行うべきと思います。
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次に、２点目でありますが、前年度の９月議会定例会において、これから申し上げるこ

とと同様の趣旨のことを補足説明させていただいておりますが、残念ながら今年度の例月

出納検査の中で前年度と変わらぬ事務処理がなされておりましたので、あえて再度申し上

げます。町内には、協議会、事業団、連合会などの各種の団体が活動され、町も年間を通

じて数回に分けながら助成金または補助金などの名目で各団体の活動を支えております。

このことは、それぞれのグループの活動に対し励みとなることであります。したがって、

大変喜ばしいことと思いますが、その補助金などの支出方法が活動計画に対し時期尚早と

いいますか、早過ぎる支給と感じる団体が一部に見られます。特に補助金の支給には規則

上、定められたルールがあります。どの団体へも統一された条件下で適時適正額を支給さ

れていくことを望むところでございます。

ただいま２点、口頭での検討、要望事項を申し上げましたが、申し上げた事項等につき

まして検討いただいた結果、諸般の事情により実現が難しい、時間がかかる、または私の

発言内容に無理があるなどのご指摘などがある場合には遠慮なくその旨、私のほうへお伝

えいただければと思います。

以上でございますが、多くの職員の方々の日ごろのご苦労にお礼を申し上げ、例月出納

検査結果報告書の補足説明とさせていただきます。

〇議長（佐々木康宏君） 長谷川代表監査委員、ご苦労さまでございました。

次に、理事者から、平成２７年度財政健全化判断比率及び資金不足比率報告がございま

した。写しをお手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

次に、議長会務報告につきましては、お手元に配付してありますので、お目通しの上、

ご了承賜りたいと存じます。

次に、総務産業常任委員長から、閉会中の所管事務調査の結果報告がございました。こ

の際、委員長から補足説明があれば発言を許します。

佐光総務産業常任委員長。

〇総務産業常任委員長（佐光 勉君） 総務産業常任委員会が調査を行った結果につきま

して、まとめて３件報告いたします。

まず、１件目は、６月１３日。

出席者、全委員及び佐々木議長、山田事務局長、糸谷書記。

説明者、善岡社会福祉協議会事務局長、瀧本事務員、中村住民課長、大友補佐、松本係

長、有馬産業課長、南波補佐、東海林補佐、森係長、田村係長。

調査事項につきましては、社会福祉協議会の運営について、農業施策について。

調査結果、１、２ともに指摘事項なし。

２件目につきましては、７月の１５日。

出席者、佐光、藤井、北島、小坂、松永、山本各委員、山田事務局長、糸谷書記、大友

住民課長補佐。

説明者、空知興産株式会社小田代表取締役、山田事業部長、グループホーム碧水及川施
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設長。

調査事項、産業廃棄物の北竜町における環境対策について、産廃処理施設を現地にて調

査してございます。２点目は、グループホーム碧水の状況について、これも現地にて調査

をしております。

調査結果、ともに指摘事項なし。

次に、３件目につきましては、８月の４日。

出席者、全委員、山田局長。

説明者、有馬産業課長、南波補佐。

調査事項、ひまわりの里と観光振興について。

調査結果、歩行者並びに自転車利用者の危険性から、遊覧車の専用道路の整備を考慮す

べき。

以上でございます。

〇議長（佐々木康宏君） 各委員、つけ加えることはございませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 以上で諸般の報告を終わります。

◎日程第４ 行政報告

〇議長（佐々木康宏君） 日程第４、行政報告を行います。

町長、教育長の順に行います。

最初に、町長。

佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） 第３回定例会に当たり、行政報告を申し上げます。

最初に、総務課より平成２８年度普通交付税の決定について。平成２８年度地方財政計

画に基づく普通交付税の全国配分総額は１５兆６，９８３億円で、前年比５１２億円減、

率では０．３％減となり、また地方の財源不足を補填するために発行が許可される臨時財

政対策債を合算した実質的な交付総額は１９兆４，８６３億円で、前年比７，８８２億円

減、率では３．９％減となったところであります。このうち北竜町の普通交付税決定額は

１４億６，２７８万３，０００円で、前年比３，３９９万４，０００円減、率では２．３

％減であり、臨時財政対策債発行可能額を含めた額で１５億２，４７０万８，０００円で、

前年比５，６０９万３，０００円の減、率では３．５％減で、全道の町村平均伸び率マイ

ナス３．７％をわずかに下回る結果となりました。本年度の算定結果の特徴といたしまし

ては、算定の基礎となる人口が平成２７年国調人口に置きかえられたこと、また臨時費目

である地域経済・雇用対策費の見直しが減額の主な要因となるものであります。平成２８

年度の予算編成に当たっては、過大計上とならないよう前年度交付実績に対し普通交付税

で９．２％減、臨時財政対策債では１６．３％減で計上しておりますので、決定額との差

額分９，３４０万８，０００円を今回補正予算で増額しておりますので、ご審議のほどお
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願い申し上げます。

同じく総務課より財務会計システムの運用変更によるシステム改修について。近年、サ

イバー攻撃が急速に複雑・巧妙化している中、マイナンバー制度や地方自治体の行政運営

に重大な影響を与えるリスクが想定されることから、地方自治体においても情報セキュリ

ティー対策を抜本的に強化する必要があります。本町では、平成２８年度中に情報セキュ

リティー対策としてＬＧＷＡＮ接続系とインターネット接続系との分離を行い、自治体情

報セキュリティーの強靱化を図ることといたしております。今回財務会計システムにおい

て、現在のインターネット回線を利用した運用から専用回線を利用した運用へと運用方法

を変更する必要が生じるため、このシステム改修に必要な経費を補正予算に計上しており

ますので、ご審議のほどお願い申し上げます。

同じく総務課より土地の取得について。碧水地域における除雪の堆積場として、長年に

わたり無償で使用しておりました深川市在住の平林良春氏所有地については、今後ともこ

の地域の雪の堆積場としての必要があると判断し、所有者との売買に向けて交渉を進めて

おりましたが、このたび合意が得られましたので、購入することといたしました。地番は、

碧水５２番地１から５２番地３までの宅地３筆で、面積合計で３８０．９９平米、購入価

格については近傍の評価額並びに売買実例を参考に平米当たり３，０１０円（坪当たり９，

９７２円）で１１４万６，８００円を今回の補正予算に計上しておりますので、ご審議の

ほどよろしくお願い申し上げます。また、この土地に隣接する碧水バス待合所が冬期間の

路線バスの待機に支障があるため、将来的にはバス待合所の移設も検討しており、この土

地の有効利用を図ってまいりたいと考えております。

次に、企画振興課よりサンフラワーパーク除雪車両の更新について。サンフラワーパー

ク北竜温泉の駐車場及び施設周辺の除雪につきましては、平成４年に購入した除雪ドーザ

車により作業を行っているところでありますが、既に２４年が経過し、ピストンやシリン

ダーの摩耗によりエンジン内のオイル漏れが確認され、老朽車両のため修理が困難な状況

にあります。これまで程度のよい中古車両を探しておりましたが、必要とする能力の車両

が市場に出回っておらず、降雪前に新規更新を図ることとして今回所要額を補正予算に計

上しておりますので、ご審議くださいますようお願い申し上げます。

同じく企画振興課よりふるさと納税について。ふるさと納税につきましては、９月１３

日現在、件数で９，７３０件、金額では１億１，６５１万５，１３７円のご寄附をいただ

いているところであります。今後の見込みといたしましては、新米需要への寄附及び年末

駆け込み寄附などが予想され、本年度中に約２億５８４万円の寄附が見込まれるところで

あります。つきましては、ふるさと応援基金寄附金並びに返礼品などの所要額を補正予算

に計上しておりますので、ご審議くださいますようお願い申し上げます。

次に、産業課より水稲の生育状況について。北海道農政事務所によりますと、本年度の

水稲の作柄は８月１５日現在において北空知地区は１０２から１０５％のやや良と発表さ

れております。普及センターによりますと、ここ５年の豊作で平均値が上がったことによ
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り、北竜町では極端な数字にはならないものの、１００％以上は確保できるのではないか

ということであります。生育については、９月１日現在で１日おくれという状況で進んで

おり、町内の収穫作業はもち米が９月１１日から、うるち米についても１６日に始まる予

定で、もち米については昨年より４日ほど早い状況であります。なお、もち米については

９月１６日ごろ、うるち米は１９日ごろに初出荷される見込みであります。先月の台風の

影響により、残念ながら一部の圃場で冠水したものの大きな被害もなく、水稲は６年連続

の豊作が期待されております。また、小麦の収量やメロン・スイカも価格がよかったと聞

いており、大変喜んでいるところであります。ことしも適期刈り取りや乾燥調製作業が順

調に進み、収量の確保と高品質米の生産が行われることを期待しながら、一件の事故もな

く収穫作業が終えることを願っているところであります。

同じく産業課より第３０回ひまわりまつりについて。本年度のひまわりまつりは、７月

１６日から８月２１日までの３７日間の全日程を終了いたしました。観光客の入り込み数

は、７月の出足はやや悪かったものの、夏休みに入ってからは順調に入り込みを伸ばし、

晴天が続いたことも幸いし、また８月１１日が新たに祝日となったことから多くの観光客

にご来場いただき、過去最高の２６万６，０００人、対前年度比４，０００人の増となり

ました。特に８月７日の日曜日と８月の１１日の祝日の正午ごろには国道上下線とも渋滞

となり、昨年に引き続き教育委員会や中学校のご理解のもと急遽グラウンドの一部を駐車

場として開放していただき、渋滞の解消に努めたところであります。残念なことにまつり

のフィナーレを飾る北商ロードレース大会が台風の影響により中止となりましたが、ひま

わり観光協会を初め町内各団体、また多くの町民の皆様方の協力により大きな事故もなく、

ことしのひまわりまつりが無事終了することができましたことに厚くお礼を申し上げます。

同じく産業課より商業活性化施設の整備について。商業活性化施設の中で、スーパーマ

ーケットの経営を行う北竜振興公社に商品を供給していただく予定の札幌市民生協、コー

プ札幌に７月２９日に出向き、大見理事長に直接要請書を手渡し、今後の商品供給や職員

の教育などを含めた事業の提携についてお願いをしてきたところであります。８月６日開

催の理事会で承認をされ、このたび正式に業務提携の通知を受けたところであります。ま

た、商工会において施設を建設する場所の地質調査業務と実施設計業務を既に発注し、着

実に事業を進めている状況にありますが、商工会からは事務局の職員数の維持や交付金を

受けた後の国の検査業務などに対応する専門スタッフの確保に将来的な不安があるとの申

し入れがあったことから、以後の補助申請は北竜振興公社が事業主体となって施設整備を

行うことと了承いたしました。今後は、施設整備とあわせて補助金の申請、スーパーマー

ケットの運営、施設の管理など事務が広範囲にわたることから、集中的に事務を進めるた

めに各課の実務担当者を専任チームとして８月２２日付で併任発令を行い、平成２９年１

２月までに供用を開始したく事業を推進しているところであります。なお、市民生協から

の商品の仕入れと流通体制の準備には専門的な知識が必要となるため、一部の業務を委託

する費用を補正予算に計上しておりますので、審議をお願い申し上げます。
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同じく産業課より台北国際旅行博の参加について。本町における観光客の増加の大きな

要因としては外国人、とりわけ東南アジアからのお客様がふえていることにあります。中

でも台湾はリピーターも含め、本道への外国人観光客の３３％を占めており、台湾に限ら

ず、今後東京オリンピックも開催されることから外国人観光客はますます増加すると言わ

れております。そのような状況を見据え、今年度空知総合振興局では台湾で食と観光の魅

力を発信すべく、１１月に現地において台北国際旅行博が開催されることとなり、この会

場において空知の観光ＰＲを行うこととなりました。北竜町としてもこの事業に積極的に

参加し、観光と食のＰＲを図るため、所要の費用を補正予算に計上させていただきました

ので、ご審議のほどお願い申し上げます。

次に、住民課より碧水地域支え合いセンターの整備等について。北竜町では、これまで

高齢者の方に認知症を予防するためのレクリエーション、脳トレなどを行う単独事業とし

てひまわりクラブ事業または介護保険の地域支援事業として足腰に不安のある方に転倒予

防のための体操を行ういきいきクラブ事業を実施し、要介護状態になることを抑制するた

めの事業に多くの皆さんが利用され、その効果を上げてまいりました。介護保険法の改正

に伴い、平成２９年度より新たに市町村に総合事業の実施が義務づけられ、この事業の充

実を図るため、６０歳以上の方々を対象にＮＰＯ法人ソーシャルビジネスセンターの支援

を受け、地域まるごと元気アッププログラムを導入して、送迎によらず、みずからの意思

で自主的に参加できるよう、地域の拠点となる活動の場を整備するため、碧水地区に北海

道の基金事業を活用した碧水地域支え合いセンターの建設を行います。国では、新オレン

ジプランに基づき、地域住民参加による自主性や主体性を尊重しながら、生活支援サービ

スの担い手として社会参加をしていただくことを目的にしていることから、ボランティア

の皆さんのご支援をいただき、地域の憩いの場、交流の場として誰もが利用できる施設と

しても活用してまいります。これらに関連する認知症になりにくいまちづくり宣言を初め、

所要の補正予算を計上させていただきましたので、ご審議のほどよろしくお願い申し上げ

ます。

次に、建設課より簡易水道事業経営戦略の策定について。公営企業が保有する資産の老

朽化に伴う大量更新時期の到来や人口減少に伴う料金収入の減少により経営環境はさらに

厳しさを増しており、早急な経営健全化の取り組みが求められていることから、本年１月

に総務省より公営企業を運営する全ての自治体に対して新たな計画を策定する旨の通知が

あり、本町においても今後の経営の方向性を明らかにする中・長期的な経営の基本計画で

ある経営戦略を策定することといたしました。本年度にあっては、簡易水道事業について

策定を行いたく、関係する経費を補正予算に計上しておりますので、ご審議をお願いいた

します。

同じく建設課より局地豪雨に伴う河川災害応急工事について。８月の異常気象による短

期間での台風の発生により、北海道への上陸が４回も重なり、近年では経験したことのな

い状況になりました。本町においては、特に大きな被害はありませんでしたが、８月１７
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日からの台風の上陸、さらには寒冷前線などの影響による局地的な豪雨が発生し、山から

の出水が鉄砲水となり、本町普通河川の増水により数カ所において川ののり面崩壊が発生

したところであります。中でも美葉牛地区モリ川については、今後局地的豪雨などにより

のり面崩壊がさらに拡大することも予想されるため、工事延長３６メートルのうち金網マ

ット敷設やトラフ設置工事などの応急工事を施工したく、関係する費用を補正予算に計上

しておりますので、ご審議くださいますようお願い申し上げます。

以上、行政報告といたします。

〇議長（佐々木康宏君） 次に、教育長。

本多教育長。

〇教育長（本多一志君） 第３回定例会に当たりまして、教育行政報告を申し上げます。

最初に、学習支援員の増員配置について申し上げます。児童生徒の学習支援や基礎学力

の定着・向上を図り、確かな学力を育成するために学習支援員を小学校、中学校にそれぞ

れ１名ずつ配置しているところであります。現在、小学校において１学年のうち１名が国

語と算数の授業において学習進度についていくことが困難となっており、学習支援員と教

頭が別室にてそれぞれ時間帯により個別指導を行い対応してきております。学習支援員は、

毎週ごとの授業配置計画により全学年に割り当てられております。しかし、１学年の該当

児童に対して別室での個別指導に当たっているため、同学年や他学年児童への学習支援が

十分に行えていない状況にあります。このことから、２学期より学習支援員を１名増員し、

個々に応じた細やかな学習指導を行い、全学年での基礎学力の定着と向上に努めてまいり

たいと思いますので、ご理解をいただきますようお願いいたします。なお、学習支援員増

員に係る経費を今定例会の補正予算に計上しておりますので、ご審議いただきますようよ

ろしくお願いいたします。

次に、北竜町バレーボールスポーツ少年団、北竜ドラゴンキッズのななかまど杯第２２

回北海道小学生バレーボール大会出場について申し上げます。北竜ドラゴンキッズは、８

月６日に深川市にて開催された第２７回深川カップ小学生バレーボール大会地区予選会に

おいて準優勝されております。この大会の準優勝チームには、１０月１５日・１６日に江

別市で開催されますななかまど杯第２２回北海道小学生バレーボール大会への出場権が与

えられることになっており、準優勝の北竜ドラゴンキッズが全道大会へ進むことになりま

した。北竜ドラゴンキッズは、７月のファミリーマートカップ北北海道大会に続き、本年

度２回目の全道大会への出場となります。選手皆さんの頑張りをたたえたいと思いますし、

ご指導いただいております皆さんに感謝とお礼を申し上げます。全道大会でのご活躍を期

待するところであります。つきましては、全道大会への参加経費の一部を助成いたしたく、

今定例会の補正予算に計上しておりますので、ご審議いただきますようよろしくお願いい

たします。

以上を申し上げまして、教育行政報告といたします。

〇議長（佐々木康宏君） 以上で行政報告を終わります。
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９時４５分まで休憩いたします。

休憩 午前 ９時３９分

再開 午前 ９時４５分

〇議長（佐々木康宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

◎日程第５ 一般質問

〇議長（佐々木康宏君） 日程第５、一般質問を行います。

会議規則第６０条の規定により、２名の議員から３件の通告がございました。議長にお

いて発言の順序を定め、指名いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

それでは、順次指名いたします。

最初に、５番、小坂議員より北竜版ＣＣＲＣの確立について通告がございました。

この際、発言を許します。

５番、小坂議員。

〇５番（小坂一行君） 北竜版ＣＣＲＣの確立についてということで一般質問をいたしま

す。

北竜町の人口は、ずっと減少傾向にございます。よって、現状維持あるいは増加を目標

とした政策展開が必要であるというふうに思ってございます。政府は、地方創生の柱の一

つとして日本版ＣＣＲＣの導入を進めてございます。既に先般の総合戦略に盛り込んだ自

治体あるいは計画、現在進行形、あわせて今も全国に事例はたくさんございます。一般に

ＣＣＲＣは、健康時から介護時まで継続的なケアを提供するコミュニティーというふうに

ありますが、中を見ますといろんな形態がございますので、よって北竜町には北竜版のＣ

ＣＲＣを確立、そして導入することが町の活性化あるいは人口問題の解決の糸口になると

考えてございます。理事者の考えをお伺いしたいと思います。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） 小坂議員の質問にお答えをさせていただきます。

北竜版のＣＣＲＣの確立についてということでございます。ＣＣＲＣは、１９７０年代

にアメリカで始まった高齢者地域共同体、すなわち高齢者コミュニティーのことであると

思っております。日本版ＣＣＲＣについては、現在内閣官房まち・ひと・しごと創成本部

事務局において推進されており、全国では取り組みを始めた自治体もあると聞いておりま

す。これからの高齢化社会の中では、有効な施策の一つであると考えられております。ま

た、このＣＣＲＣのメリットとして、高齢者の方がまだ元気で健康なうちに地域に移り住

み、地域に溶け込み、世代間の交流ができて、その地域を盛り上げていく担い手として期
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待もされ、医療や介護が必要となったときにも住みかえることなく、継続してケアが受け

られることにあると聞いているところであります。今取り組まれている日本版ＣＣＲＣは、

１つには今後１０年間で団塊の世代の方が高齢となってまいりますし、老後は地方で暮ら

したいという人の希望への実現であります。２つ目には、地方への人の流れの促進、３つ

目には大都市であります東京圏の高齢化問題への対応ということでございます。しかし、

日本版ＣＣＲＣは医療、介護ケアの確保、ＣＣＲＣを運用できる地域環境の形成、国の施

策、支援制度の充実など課題もたくさんあるのも現実であります。したがいまして、本町

においてはこの日本版、そして北竜版のＣＣＲＣについて十分調査した中で検討してまい

りたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思っております。

〇議長（佐々木康宏君） ５番、小坂議員。

〇５番（小坂一行君） 一般に人口維持あるいは増加を目指すということであれば、やは

りその地域あるいは近郊に職場、要するに経済活動の場があって初めて人が定着をすると

いうのがセオリーかというふうに思います。北竜町を初めこの北空知圏では、なかなかそ

この部分は当然やっていかなくてはならないことでありましょうけれども、なかなか難し

いのかなという中での今回のＣＣＲＣの提案であります。もともと今町長からお話があっ

たようにアメリカが発祥ということで、アメリカ版と日本版、どこが違うのだと。そんな

大きな大差はないのですけれども、一言で言うと大きさ、規模ですよね。広大な土地を持

ったアメリカですし、また人口も多いわけですから、今のところそれほど多くの人口割合

でいうと利用者はないのですけれども、総体でいえばニーズは非常に大きなものがありま

すし、やはりリタイア後あるいは第二の人生を歩むということでは、アメリカのほうが地

方へ移り住んでそのまま第二の人生を楽しみたいという志向が強い、また介護保険制度も

ないということから、住宅で云々というよりはやはりそういった中でいろんなケアを受け

ながら豊かな生活を営んでいくと。こんなことでは、健常な方の居住区あるいは年数が経

過した中で介護が必要になった方の居住区、そしてさらにはアメリカではショッピングモ

ールですとか娯楽の施設も附帯して一つの町のような形でコミュニティーが形成されてい

るようであります。

今回の日本のＣＣＲＣは、報道の資料などを見ますと、もともとの発想が少し違うとい

うか、そういった内容とは違う視点があるのかなというふうに見ていました。要するに今

後、今都市に人口が集中をしていた中で、これから１０年、２０年と経過していく中では

高齢者がどんどんふえてきています。今は全国の高齢者、北竜町は４３を超えていますけ

れども、全国的にいうとまだ３０に達していない状況の中で、年数が当然経過してくれば、

その大都市圏での高齢者を受け入れる施設あるいはケアしていく内容が十分に果たせない

という内容がしっかり見えてきた中で、やはりこれは一つの形として地方がまだ余裕があ

るのであれば、そこに都市から地方への人の流れをつくる。そういうふうに言ってしまう

と、ちょっと地方はおもしろくないのですけれども、ただそういったことと同時に国の日

本版ＣＣＲＣ構想有識者会議というところが、要するにここに今いろいろ試案的なものを
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投げかけてやっているのですけれども、そこで東京都の方のそれぞれ高齢を迎えたときど

うしたいですかという意向調査を聞くと、５０代では男性で約５０．８％、女性で３４．

２％、６０代になりますと３６．７％、女性で２８．３％の人が将来的には地方で移った

中で暮らしたいという。これが多いか少ないかは、いろんな議論がありましょうけれども、

そういった大都市の中でのこの率合というのは、私は結構高いものがあるというふうに思

いますので、そういった面を捉えながら一つのこれからの町を考えたときに人口対策の一

つとして考えてみてはどうかなというふうに思ってございます。

もちろん国が今いろいろＣＣＲＣを出していまして、こういった指針みたいなものがあ

りますけれども、それに対しての当然補助金、助成措置、たくさんございますけれども、

確かに町長が言われたようにその内容をそのまま受けとめて北竜町に当てはめてそれを進

めるかといったら、それは大変難しい内容が多いというふうに私も理解をしております。

よって、今回の提案はこの北竜版ＣＣＲＣということで、これはやはり北竜町にできるこ

ととできないことがありますから、そこをしっかり見きわめながら早いうちに計画を立て

ながら、目標は同じですから、日本版というか北竜版も目標は同じですので、やり方を少

し変えた中でも早目に対策をとってそこに進むことが私は必要ではないかなというふうに

思ってございます。定住という部分では、北竜町は近隣になくいろんな施策があって、多

少の効果はあるのかなというふうに思いますけれども、どちらかというと人をふやすとい

うよりは人口の鈍化を、人口の減少を何とか打ちとめたい、減少に歯どめをかけたいとい

う、そういった傾向の政策が主かなというふうに思います。極端に言いますと、さらにこ

ういった内容のものを何点か展開したり、あるいは逆に５つ、６つ減らしてしまっても人

の動きという部分に関しては何も変わらないのかなというふうに思いますので、ぜひとも

ひとつこういった方向性も考えていただいて前へ進む政策の展開は必要だと思いますので、

検討されるということでございますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。

以上です。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） 北竜版のＣＣＲＣということで、積極的に検討していただきたい

ということでありますけれども、先ほど申し上げましたように十分調査した中で進みたい

と思っております。何よりも人口減少対策ということであります。働く場所がない、会社、

工場がないというのが一番のネックだと思っていますけれども、今よそからちょっと相談

なり話があるのは自分で家でよそに向かって仕事ができる、仕事の場所がなくても自分で

やりたい、そういった人を受け入れてくれますかという打診も実際はあるのです。ですか

ら、その空き家対策とあわせてということで今考えているのだけれども、空き家が最近一

気に取り壊したりなんかして、これから使える空き家が今のところちょっと足りないのか

なと思ったりもしているものですから、今企画振興課とも十分今後どうしたらいいかとい

うことで、それらもＣＣＲＣにつながっていくのかなと。日本版というより北竜版の安全

で安心な食料を生産する町ということで全国から高い評価をいただいているので、そうい
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った自然環境のいいところで住みたい、しかも６０も過ぎてから７５ぐらいまでは仕事を

やりたい、自分でやりたい、そういう相談も２件ほど来ていますので、それらのこともま

た今後十分中身を調査しながら、その政策の中で進めていければと思っていますので、冒

頭申し上げましたように今後十分調査した中で検討していくということでご理解をいただ

きたいと思っています。

〇議長（佐々木康宏君） ５番、小坂議員。

〇５番（小坂一行君） 今お答えいただいて、そのとおりだと思いますし、そういったこ

とが北竜版のＣＣＲＣにつながるというふうに思います。１カ月ぐらい前ですか、テレビ

放映ですけれども、檜山管内の厚沢部町の取り組みが紹介をされておりました。人口４，

０００人ぐらいでまだ介護率三十七、八％で、北竜町よりはずっと恵まれているなという

ふうに思いますけれども、そこは何か日本一楽しいだったか、すばらしい過疎の町を目指

すということで、今は有料の介護施設を開設をして、まずそこからスタートしたらしいで

すけれども、そこで当然町内の方や地方の方もいろいろいらっしゃいながら、有料ですの

で、介護費を除いて１３万ぐらい月にかかってしまうのですけれども、それであってもや

はりこれから高齢化を迎えた中では、ひとり住まいの方が大変多いという中では、１人で

いるよりはそこに行ったほうが楽しいし、あるいは介護をもし、在宅介護の方もそこに行

くことによって介護の数値が下がってきたという実例もあるそうですが、そういったこと

の内容からスタートをして、将来的には介護をするには介護関係の職員が必要であります

けれども、うちの特老もそうですが、それがなかなか得られないということの中では、将

来的には檜山管内を視野に入れて、廃校を利用して介護施設の介護士の学校までつくって

いきたいというようなことを町長も言っておりましたし、あと今ある給食センターがある

そうなのですけれども、子供たちはどんどん減っていくということで、法的ないろんな制

約はあるかもしれませんけれども、将来的には減ってきた子供の分を高齢者向けの配食施

設にそれを転換していきたいというようなことですとか、あるいは住宅丸ごと何軒か、す

ぐ住める住宅があるそうなのですけれども、そこに移住希望の方を全国にいろんなところ

で配信をすることによって実際来られて、１日１万円ぐらい何か家賃的には取るのですけ

れども、それでもいっぱい来て、実際にそこで住まわれてこの町はいいなと思った方はそ

のまま、あるいは将来的にさっき言った施設ではなくてサ高住でもつくってくれたらまた

入りたいわとか、そんないろんな膨らみを持った政策展開をなされているのが紹介されて

いました。それぞれの町ですから、それが北竜町かというのは当然ありますけれども、今

町長が言われた空き家も含めて、そんなことも身近なところからうまくつなぎ合わせなが

ら体系的にそういった取り組みがされることが北竜版のＣＣＲＣになるのかなというふう

に思いますので、ぜひともご検討いただきたいと思います。

以上です。

〇議長（佐々木康宏君） 町長、何かあればですけれども、よろしいですか。

以上で５番、小坂議員の質問を終わります。
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次に、２番、藤井議員より２件の通告がございました。

初めに、水害対策について、この際発言を許します。

２番、藤井議員。

〇２番（藤井雅仁君） 水害対策について。

８月の下旬に台風による大雨で美葉牛、一の沢などで被害が出ました。局地的な豪雨に

よる被害でありましたが、安全、安心なまちづくりを考えるときに未然に災害防止をする

ためには復旧以外の対策が必要と考えますが、理事者の考えをお聞かせ願いたいと思いま

す。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） 藤井議員の質問にお答えさせていただきます。

水害対策についてということでございます。北竜町では、過去には昭和６３年８月に豪

雨により２日間で４００ミリを超える大雨となって河川や道路、農地など多大な被害を受

けました。そのときは、特定地域に係る激甚災害の指定も受けて災害復旧工事が数多く施

工されたところであります。その後においても河川整備を継続的に行っておりますし、美

葉牛川では平成１４年から１６年度の３カ年で河道整備を行っております。ほかの普通河

川におきましても現在に至るまで護岸整備や補修工事を実施してきているところでありま

す。また、普通河川の立木伐採や河床掘削など維持的な補修についても継続的に進めてお

り、管理をしているところであります。さらには、融雪や大雨で被害のあった際には応急

工事で迅速に対応させていただいて早期の復旧に努めるとともに、大がかりに整備が必要

な箇所については本工事として予算化し、実施をさせていただいているところであります。

８月の台風の影響により一の沢、美葉牛地区で局地的な豪雨となって一部の道路や農地

が冠水しましたが、短時間での終息ということで特に大きな被害はありませんでした。町

といたしましても現地に職員を派遣し、状況の把握に努めるとともに、その後の対応とい

たしまして建設業協会やＮＰＯとの連携により各地区の現場の状況に応じた危険箇所への

立入禁止のバリケードの設置などを実施したところであります。今後におきましても気象

状況の把握とパトロールの充実を図り、災害の未然防止に一層努めてまいりたいと考えて

おりますので、ご理解をいただきたいと思っております。

〇議長（佐々木康宏君） ２番、藤井議員。

〇２番（藤井雅仁君） 河川に堤防のないところもあり、維持作業やパトロール等、大変

かとは思います。ふだんからの早目の対応により、少しでも被害を小さくするように取り

組まれますことを期待して終わります。

〇議長（佐々木康宏君） 次に、北竜町車両センターの移転について、この際発言を許し

ます。

２番、藤井議員。

〇２番（藤井雅仁君） 北竜町車両センターの移転について。

現況では、車両センターは役場敷地内にあり、住宅街のあるまちの中心にあります。車
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両センターを取り囲んでいる住宅には、町職員または元職員の方が多く住んでおられ、早

朝時を含む除雪車からの騒音に特段のご理解をして耐えていただいていると推察していま

す。近年、周辺の住宅所有者がかわるケースが見られるようになりました。他町村では、

住まわれる方にご理解をいただくのではなく、町の中心から離れた場所に移転されていま

す。北竜町においても移転の必要があると考えますが、理事者の考えを伺いたいと思いま

す。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） 同じく藤井議員の北竜車両センターの移転について答弁をさせて

いただきます。

現在の車両センターは、昭和５１年１０月に大型除雪車両５台が保管できる車庫として

建設されております。その後、車両台数の増加によりまして、あるいは車両の更新により

まして、昭和５６年度と平成５年に増築を行い、さらには平成１４年には大型ロータリー

除雪車を保管している部分を増築させていただいて現在に至っているところであります。

建築当初から車両センター周辺の住民の方々には、早朝の除雪車暖機運転などの騒音等に

は特段のご理解とご協力をいただいているところであります。

さて、ご質問の車両センターの移転でありますが、近隣の市町におきましては議員さん

が言われるように新築に伴い郊外への移転をしている状況にもあります。当町におきまし

ても郊外移転を含めて数年前からＮＰＯひまわりの除雪担当者を含めて郊外への移転や移

転先からの作業効率など、いろいろな形で、いろいろな角度で協議を行ってきているとこ

ろでありますが、結果としてまだ結論が出ていないのが現状であります。また、ここ数年

公共施設の整備につきましては町の財政状況も踏まえた中で公共施設の耐震化を最優先と

して実施してきたところでありますので、今後におきましては車両センターの郊外移転も

含めて十分検討していきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思っており

ます。

〇議長（佐々木康宏君） ２番、藤井議員。

〇２番（藤井雅仁君） 移転について検討されているということで、新築移転時期に向け

て時間はまだまだあるようでございます。十分な検討を期待いたしまして、終わります。

〇議長（佐々木康宏君） 以上で２番、藤井議員の質問を終わります。

以上で一般質問を終わります。

１０時３０分まで休憩いたします。

休憩 午前 ９時４５分

再開 午前１０時２９分

〇議長（佐々木康宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。
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◎日程第６ 諮問第１号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第６、諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について

を議題といたします。

本件について提案者の説明を願います。

竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

この案件は人事案件であり、意見のまとめは適任、不適任の議決でありますので、この

点にご配慮の上、対応していただきたいと思います。

諮問第１号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

討論を省略し、採決をいたします。

諮問第１号、人権擁護委員の候補者の推薦については、適任の意見といたしたいと思い

ますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦については、適任とすることに決定

いたしました。

◎日程第７ 同意第３号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第７、同意第３号 教育長の任命についてを議題といたし

ます。

理事者より提案理由の説明を願います。

佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

質疑、討論を省略し、採決をいたします。

同意第３号、原案どおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

同意第３号 教育長の任命については、原案どおり同意することに決定されました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時３６分

再開 午前１０時３７分
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〇議長（佐々木康宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

ただいま教育長に任命されました本多一志君から発言を求められておりますので、これ

を許します。

本多教育長。

〇教育長（本多一志君） 貴重な時間をいただきまして、お礼のご挨拶を申し上げます。

ただいまは、私の教育長任命に際しまして議会の皆様の同意をいただき、まことにあり

がたく感謝とお礼を申し上げます。教育委員会制度が改正されまして、教育委員長と教育

長が一つになって初めての教育長としての任命であり、その職責の重さを痛感しておりま

す。教育行政は多岐にわたりますが、関係する皆様方のご指導、ご協力をいただき、関係

機関との連携を密にし、子供たちの笑顔が絶えることのないよう北竜町の安定した教育行

政の推進のために誠心誠意努力してまいる所存であります。議員の皆様、そして町長を初

め職員の皆様には今後ともより一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げまし

て、言葉足りませんが、お礼のご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。

◎日程第８ 議案第６０号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第８、議案第６０号 「認知症になりにくいまちづくり」

宣言についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第６０号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第６０号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議案第６０号 「認知症になりにくいまちづくり」宣言については、原案どお

り可決されました。
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◎日程第９ 議案第６１号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第９、議案第６１号 北竜町介護福祉士修学資金貸付条例

の制定についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第６１号について、質疑があれば発言を願います。

２番、藤井議員。

〇２番（藤井雅仁君） 介護福祉士修学資金貸付条例について質問をいたします。

町内出身者の学校卒業後、介護福祉士を取得しようとする学生への修学資金による福祉

業務に携わる人材育成、確保を図る目的ということでございますが、まず基準の月額５万

円、それから２５歳までということでございますが、これはどのような形で決定されまし

たか。

また、現在町の例えば奨学資金の貸し付けは大学で月額３万５，０００円、あしなが育

英会の奨学金というのが大学生で５万円ということでございます。この条例では、最大４

年制の大学を出た場合に２４０万円を支給し、本町で働き、合格すれば返却しなくてもよ

いということというふうに理解しております。人材を確保ということを考えると、またこ

れは今後本町出身者に限らない形のもの、本町出身者以外でも検討の余地があるのではな

いかと思います。

あと、この介護福祉士なのですけれども、昨年度までは大学卒業をするのと同時にもら

えた資格で……ことしまでもらえたわけなのですけれども、来年度以降からは大学時に資

格がもらえない、就職で５年継続勤務によって資格が取れる形になっております。もしく

は、普通に国家資格を受験するということなのですが、２条のところでは心身ともに健康

で卒業後国家資格を取得し、北竜町永楽園に勤務しようとする北竜町在住者及び出身者で

満２５歳までの者に貸し付けを行うということでございますから、実務経験の勤続の５年

という人は対象外というふうに考えてよろしいでしょうか。

とりあえず、この分について回答をお願いいたします。

〇議長（佐々木康宏君） 中村住民課長。

〇住民課長（中村道人君） それぞれ部署があるので、何人か答えますので、ちょっとお

許しいただきたいと思いますので。

まず、月額５万円、２５歳未満というところでちょっとお答えさせていただきたいと思

うのですが、道内の自治体でこのような制度をやっている自治体が多々ございました。自

治体でやっている場合と形態が社会福祉法人であるとか、それはいろいろありますけれど

も、道内のおおむね大きな自治体においては月額５万円程度を貸し付けているということ

が基本的というか、授業料と生活費相当を加味しまして、５万円が妥当のような金額とい
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う判断ともっと言えばそれ以上出している自治体もあります。ありますが、月額５万円、

年間６０万円という基準を出している市町村が多いということがありまして、その５万円

という数字に結論をさせていただいたということ、それと２５歳未満というのは基本的に

は先ほど副町長が申し上げましたように町内出身の高校生がやはり町内で働きたいという

方々を何らかの形でフォローしてあげたいという意識がございまして、町内で就職する場

所がやはり永楽園という大きい事業所があるわけですけれども、農業後継者以外の方の場

合、全員とは言いませんけれども、一つのチャンスとして介護福祉士を取得して町内で就

職をしていただきたいというときに考えて、高校を卒業してある程度また大学を行かれて、

別な大学へ行かれてそこで２２歳、そのときにもう一度介護福祉士をやりたいという場合

があるかもしれないねということで、とりあえず２５という年齢を上限ということで定め

させていただいて、これが３０歳、４０歳もいいのではないかという議論もしたのですけ

れども、基本的には２５歳ぐらいまでということで、この２５歳未満ということでうたわ

せていただいております。

〇議長（佐々木康宏君） 杉山永楽園園長。

〇永楽園長（杉山泰裕君） 藤井議員言われました資格取得の５年に関してですが、今年

度卒業される方に関しましては通常どおり専門学校、大学等のカリキュラムですとか専門

学校の試験を受けられて今までどおり介護福祉士の資格を取得されます。平成３４年度以

降につきましては、福祉専門学校を出られても必ず国家試験を受けて合格された者が介護

福祉士と認められるのですが、平成２９年から３３年までの５年間に限りましてはその移

行期間ということで、国家試験を受けても受けなくても期間限定で５年間の介護福祉士と

認められます。それ以降につきましては、実務経験を５年以上勤めれば、そのまま国家資

格を受けなくても合格しなくても介護福祉士と登録されるというふうに厚労省からの通知

の文でも来ていますし、道にも確認したのですが、この扱いで行くのではないでしょうか

ということで、その場合は５年間勤務した実務経験証明書を施設から試験センターなのか、

介護福祉士会なのか、ちょっとわからないのですが、そちらのほうに申請して認められる

と継続して介護福祉士として認められるということですので、この条例どおりの５年のあ

れでよろしいかと思います。

以上です。

〇議長（佐々木康宏君） 竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） ２点目の町外の方もこの資金を受けれるようにしたらいいので

はないかという話でありますけれども、今回の条例の目的はまず町内で高校を卒業する方

々の働く場所がないのでという話が重点になりますので、町内を卒業して、なおかつ介護

士を目指すのであれば町内に戻ってこれるようにしたという目的が１つであります。もう

一つは、採用人数のボリュームです。基本的に３つの施設を挙げておりますけれども、こ

の人方を該当させるのが町の特別養護老人ホーム永楽園だというふうに考えております。

これは、一番最後に説明しましたとおり、定年退職者というのは予想がつきますけれども、
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自己都合退職者は現在も多い状況にありますけれども、毎年それだけ出てくるかわかりま

せんので、採用計画を立てて、採用者の内数としてこういう人たちを採用していきたいと

いうことで考えております。市町村にあっては、市町村の中に福祉施設がたくさんあって、

どこにでも回せるからたくさんの方に資金を貸し付けて、そして町内で就業させるという

方法をとっているところもありますし、あるいは市町村の中に教育機関があって、教育機

関に入ってくる町外からの方を町内に移住させたい、定住させたいがために資金を与えて

いる市町村もありますけれども、うちはこの目的と、高校生を何とか地元に残したいとい

う目的ともう一つはボリュームの関係があるので、この目的で進めさせていただきたいと

いうふうに思っております。

〇議長（佐々木康宏君） ２番、藤井議員。

〇２番（藤井雅仁君） そうしますと、第２条のところの心身ともに健康で卒業後国家資

格を取得し、北竜町永楽園に勤務しようとする北竜町在住者及び出身者で２５歳までとい

うこの部分に関しての国家資格を取得し、使うという形は今年度限りということになるの

でしょうか。

それと、ことしだけが卒業した段階で国家資格がもらえるわけなのです、卒業後。あと

は、国家資格を受けるか５年間の継続勤務しないともらえないという形でありますので、

例えばここを見込みの人間も含めて今後直していくのかなという、そのようなふうにも考

えるわけでございますが、またあと返済のことでございますが、貸付目的を達成できない

見込みとは本町に来れない、それから資格を取得できないときと、その場合であると取得

できない方も出てくるのかなという、そのようなふうに思います。

それから、もう一点なのですが、この貸付期間なのですが、短大の貸付期間の３年とい

うのは、ちょっと私わからないのですけれども、短大が３年ということなのでしょうか。

それでお願いします。

〇議長（佐々木康宏君） 杉山永楽園園長。

〇永楽園長（杉山泰裕君） 短大の３年ということに関してですが、短期大学に行かれま

して保育科とかは２年なのですが、専攻科ということで１年延長することによって介護福

祉士の免許が取得されるということで、この近辺でいくと滝川の國學院短大ですとか旭川

の女子短期大学がそれに該当されるものですから、短期大学というふうにしております。

〇議長（佐々木康宏君） 休憩いたします。

休憩 午前１１時０１分

再開 午前１１時０４分

〇議長（佐々木康宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

杉山永楽園園長。

〇永楽園長（杉山泰裕君） 栗山のような介護福祉専門学校ですと、２年で卒業すると資
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格が取得できます。先ほど言いましたように國學院短大ですとか旭川の女子短期大学のよ

うな保育の専門に行かれていて、その場合は２年を卒業すると保育士とか保育園、幼稚園

免許とかをもらえると思うのですけれども、介護福祉士の資格を取るにはもう一年専攻科

というところに行かなければならないのです。それによって、短大の人は３年行くことに

よって介護福祉士の資格を得ることができるのです。

〇議長（佐々木康宏君） 中村住民課長。

〇住民課長（中村道人君） 規則のほうなのですけれども、資料ナンバー１を見ていただ

きたいのですけれども、第３条のところで貸付期間とかを書いてありまして、今永楽園長

から説明したとおりなのですが、第１号では大学、第２号、短期大学、第３号、専門学校

ということで、それぞれ介護福祉士を、要するに国家試験を受けるための授業を受ける年

数というのですか、それが大学の場合は４年、短期大学の場合は先ほど説明しましたよう

に２年プラス１年が要るので３年、それと専門学校については２年間、専門学校というの

は栗山の学校です。介護福祉士専攻としてやっておりますので、２年間ということになり

ます。このどこの学校に行くかというのは、やはりその家庭だとか、あるいはご本人の考

え方もあると思いますので、国家資格を受ける前の手段の期間ということで、この一定の

期間という形で３通りあるということでちょっとご理解いただきたいと思います。

〇議長（佐々木康宏君） 休憩いたします。

休憩 午前１１時０６分

再開 午前１１時０９分

〇議長（佐々木康宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

２番、藤井議員。

〇２番（藤井雅仁君） この制度の移り変わりについては理解しているつもりなのですが、

それで次年度以降の検討事項にもちょっと不安になって先ほど質問してしまったわけでご

ざいますけれども、今後国家資格を取れるかどうかという人方に貸し付けしていくことに

なるのではないかというふうに思っております。

それで、先ほど高卒者の方の就職先ということが話がされておりましたが、高卒者の方

がこの介護福祉士を取ろうとしたとき、今までは実務経験３年で取れたわけなのです。そ

れが介護福祉士、実務経験だけでいく方もそうなのですが、大学についても専門でなけれ

ば養成機関というところに例えば半年程度行かなければいけない、もしくは通信教育の講

座を受けて、それで受験しなければいけないという部分がございます。今後その辺もご検

討していただきたいということをお願いして、終わります。

〇議長（佐々木康宏君） 中村住民課長。

〇住民課長（中村道人君） 先ほどちょっとお答えしていない件もあったので、確認の意

味でお答えさせてもらいます。
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条例第２条の最後のところにあります満２５歳までの者に貸し付けを行うというのは、

あくまでこれは申請時のときの年齢ですので、５年たった後という意味ではなくて、この

修学資金のお金を借りたいですよと申し出ていただくのが２５歳までの年齢というふうに

ご理解いただきたいとまず思います。よろしいですね。

それと、先ほど言われました部分につきましては、３４年度以降の部分であると思いま

すので、今後も介護福祉士を取るに当たっては、これまでもそうなのですが、その都度、

その都度国の法律が変わってきておりますので、その状況も見ながらまた変更させていた

だきたいと思いますし、対応させていく予定でございますので、ご理解いただきたいと思

います。

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終了いたします。

他の議員、質疑があれば発言を願います。

５番、小坂議員。

〇５番（小坂一行君） 意見なのですけれども、この時点ではこの条例でよろしいのかな

というふうに思ってございます。ただ、介護ということの中ではこれから確保は大変、さ

らに厳しくなるのかなという部分では、やはり今ちょっと見てみますと今言ったラインと

このほかに４つのラインが介護福祉士になるにはあるということでありますので、大きく

その手を広げながら、当然将来的な就労の規定は必要になるかとは思いますけれども、金

額やいろんな面を含めて私は最終的にというか、貸与ではなくて最後は給付で、給付をも

って何年間就労していただくという形で人材の確保を将来的に図っていくほうがよりベタ

ーなのではないかなというふうに思っております。そういったことの意見を申し上げて、

まず検討を願いたいと思います。

〇議長（佐々木康宏君） 意見ということでありますので、副町長、補正予算等の中でお

答え願えればと思います。それとも今……いいですか。

竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） 今回は、事前に周知するということで条例を上げておりますの

で、補正予算は今回ついていませんので。

給付型の修学資金という考えなのですが、今回も条件つきの給付型というふうに私たち

は考えているのです。完全な給付型にしてしまうと町外に出ていきますから、あくまでも

条件つきの給付型ということなので、そこのところを理解していただいて、そういうこと

もこれからは考えていかなければいけないかなというふうに思っております。今回は今回

で条件つきの給付型だというふうに思っております。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） この介護福祉士の資金貸し付けについては、要は人口減少問題と

いうことで年に三十五、六人から４０人の方が高齢で亡くなっていく、そして高校を卒業

した方は短大だとか専門学校に行く、あるいは地元に就職したくても農業以外にはなかな

かない、役場も農協も採用が間口が狭いということで、そういった人口減少対策の一つと
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して、できれば今後そういった介護職の資格を持った人がなかなか確保するのが困難だと

いうことでこの制度を設けさせていただきましたので、今後またさっき住民課長が申し上

げましたように規則等で十分また見直ししていかなければならぬ部分も出てくると思いま

すけれども、そういった形で少し地元出身の人に間口を広げて地元に残ってもらう施策だ

ということでご理解もしていただきたいと思っています。

〇議長（佐々木康宏君） よろしいですか。

〇５番（小坂一行君） では、１点だけ。

〇議長（佐々木康宏君） 質疑にとどめてください。

〇５番（小坂一行君） もう結構です。質疑というか、意見の追加と言ったら意見なので

すけれども、そういったことで理解のほうはできます。ライン的には、先ほど言った一般

的なライン、４つあると言いましたけれども、その中に経済連携協定の関係のＥＰＡで海

外の方を受け入れるというシステムがあるのですけれども、やはりこれからは物理的に少

子化の中ではなられる方がきっと少ないのだろうというふうに思いますので、今のライン

の中ではそういう話も通じるというふうに思いますけれども、将来そういった部分のライ

ンを生かしていくのであれば、やはりまた違う考えもあっていいのかなというふうに思い

ますので、そういった点のご検討もあわせてお願いをしたいというふうに思います。

以上です。

〇議長（佐々木康宏君） 他の議員、質疑ございますか。

６番、松永議員。

〇６番（松永 毅君） 単純な説明をしていただきたいのですけれども、貸付金条例の９

条に７．３％の割合で計算しとありますが、この７．３はどこから持ってきた数字なのか、

もうちょっと詳しく説明していただきたいのと資料の７条にも日歩２銭とありますが、こ

こら辺の絡みもできれば教えてください。

〇議長（佐々木康宏君） 中村住民課長。

〇住民課長（中村道人君） 延滞金、年７．３％の割合のことなのですが、町の税金等で

延滞金をいただくときと同じ７．３％という率を使わせていただいておりますので、その

率を用いさせていただきました。

規則のほうの資料ナンバー１のほうですけれども、第７条の第２項の日歩２銭利息相当

分、これも年利になりますと７．３％相当という表現になるのですけれども、これちょっ

と統一していないので、今後直させていただこうかなと思いますが、言っていることは同

じことです。済みません。

〇議長（佐々木康宏君） ６番、松永議員。

〇６番（松永 毅君） 今の時代でこの７．３はちょっと高いのでないかなと思いまして、

改めて聞いて北竜町の例に従ってこの数字を決めたということなのですが、私は借りるつ

もりないのですけれども、これ借りたときの人の理解を求めるようにしていただきたいと

思います。
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以上です。

〇議長（佐々木康宏君） 中村住民課長。

〇住民課長（中村道人君） 新しい条例を制定させていただいております。やはり決まり

は決まりということで制定していくということが行政においては必要なことだと私は考え

ておりますので、やはり延滞金が発生するような事例が発生したときには、いただくとい

うことの文言を置かせていただいて条例を制定させていただいております。

〇議長（佐々木康宏君） 他の議員、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 休憩いたしますけれども、小坂議員、意見を言うということは

条例の修正につながるものですから、修正動議という正式な手続になります。そういう部

分で質疑ということを繰り返させていただきました。了承願いたいと思います。

再開いたします。

質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第６１号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議案第６１号 北竜町介護福祉士修学資金貸付条例の制定については、原案ど

おり可決されました。

◎日程第１０ 議案第６２号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第１０、議案第６２号 北竜町農業委員会委員定数等条例

の全部改正についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第６２号について、質疑があれば発言を願います。

３番、小松議員。

〇３番（小松正美君） 農業委員会の次期改選から国が示す新たな委員の選任方法となり

まして、今回条例の改正、規則が新たに設けられます。旧条例では、農業者の選挙による

委員６名、団体推薦から４名、計１０名の農業委員の選任がなされておりました。これを

新たに１１名の定数にするということで、うち１名は農業者以外の者を選ぶと。これは、
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国から示されたもので、このことによって１名増になるという説明でございました。さら

に、委員は町民から広く一般公募をするということですから、自分にその識見があるとい

う自覚を持っておられれば、農業者であろうがなかろうが誰でも応募できるということで

よろしいか、まずこれについて確認させていただきます。

〇議長（佐々木康宏君） 竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） そのとおりの理解だと思います。

〇議長（佐々木康宏君） ３番、小松議員。

〇３番（小松正美君） 新たに選任される農業者以外の農業委員に対しまして、どんな役

割、そして使命を求めているのか、これが第１点。

それから、資料の３番、改正に関する規則３条で、委員として推薦を受ける者及び一般

に応募する者は、農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項そ

の他農業委員会の所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行うことができる者と、か

なりハードルが高い資質が求められてございます。農業者以外でこの適任者を探すという

ことに今後なりますけれども、ただのお飾り農業委員にはなりはしないかということが第

２点。

それから、規則第２条第２項で、法人または団体からの推薦も可ということにされてご

ざいます。農地の移動等については、農協役員は適正委員会を含めて大きな影響力を持っ

ておりまして、次の改選にも最低でも農協の団体推薦は行うべきというふうに私は思って

おります。改選前の条例では、団体からの推薦につきましては１団体１人ということにな

っておりますけれども、新たな規則では複数でもよいのかということが第３点。

それから、団体役員の任期がずれた場合、旧条例では団体役員の任期に合わせて改選を

されておりましたけれども、今回の規則では第１０条２項で委員の欠員が定数の３分の１

を超えた場合は、速やかに委員を補充するとありますけれども、３分の１を超えなければ

欠員のままということになります。つまり４人以上の欠員にならなければ補充ができない

ということになります。団体役員の任期とは別に１１名のこの委員の中で体調を崩しただ

とか、突発的な事故でその任を全うできなくなることも考えられると。最悪３人が欠員に

なったままということも想定がされます。私は、欠員が発生したらその都度補充すべきと

いうふうに思っておりますけれども、何か問題があるのか、これ第４点。

候補者の評価は、規則第８条で農業委員会委員候補者評価委員会に意見を求めるという

ことでありますけれども、評価委員の選任についてはどのような資質の者を何名選任する

のか、また評価委員の人数を規則の中でうたわなくてもよいのか。

以上、５点質問させていただきます。

〇議長（佐々木康宏君） 竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） まず、第１点目の中立委員の考え方であります。先ほど言いま

した農業委員会の所掌に関する事項に関して利害関係を有しない者で、これは相当の知識

がないといけないかという話なのですけれども、そうではなくて、広く農業委員会の中で
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第三者的な立場で農業に対して意見が言える者というふうに考えておりますし、またそう

いう広範囲なところから選びなさいというのが国の制度であります。例えば通常の会社員、

それから商工業の自営業者あるいは消費者団体、また教育関係者というのもその中に入っ

てくるというふうに思っております。

第２点は、中立委員さんがお飾りになってはいけないという話なのですけれども、それ

はそのとおりでございます。ただし、あっせん作業というのは特殊な条件がつけられます

ので、これは今回各営農組合から１人を選びたいという考えが農業者のほうにありますの

で、この方々があっせん作業に入るのは今までと同じだと思います。それ以外に中立委員

さんは、逆に第三者的な立場で農業者だけでは気がつかない点を持っている知識や何かを

利用しながら会議の中で発言していくということになると思いますので、ただこれは私た

ちもやったことがない分野なので、やりながら本当にお飾りにならないでちゃんと農業委

員として会議の中で有用な発言ができるようにということで考えております。

３点目は、農協という具体的な名前が出ましたけれども、複数の団体推薦がいいのかと

いう話なのですが、それは可能であります。可能ではありますけれども、現在は従来は農

協の役員の方、共済の役員の方、土地改良区の役員の方、土地改良区は沼田側の土地改良

区とダブりますので、双方協議の上１名を出してほしいという話をしました。今回は、営

農組合連絡協議会の中でそういう人方を推薦していただけるのだったら、それは複数でも

構いませんけれども、立場的には農協の役員さんは農協本体のほうと共済組合に分かれる

というふうに聞いておりますので、基本的には１名、１名ではないかなというふうに思い

ます。例えば３名出てきて、農協２人いるというのだったら、あとは農業委員会の１１名

の中に必要ですかという話をしてもらって、なおかつ必要だということになれば推薦をし

てもらうということになると思います。

それから、定数要件の考え方です。それは、資料の委員の補充の関係だと思いますけれ

ども、規則の第１０条であります。１０条では、１０条の第１項を見ていただきたいので

すけれども、町長は委員に罷免、失職または辞任により欠員が生じた場合は、この規則に

定める手続に基づき、速やかに委員の補充に努めなければならないというのがまず第１項

目なのです。努力義務なのですけれども、第２項は欠員が定数の３分の１を超えた場合は、

この規則に定める手続に基づき、速やかに委員を補充しなければならないということです。

まず、北竜町農業委員会の定数というのは最低で何人必要ですかという話があるので、１

人欠けてもあっせん業務とか農業委員会の協議事項は大変な状況になると思いますので、

町としては１人欠けてもこの第１項を使って補充をしていきたいと思います。ただし、補

充は辞任と同時にできるのではなくて、議会の同意を得ますので、直近の議会で同意をさ

れた後、補充されたという形になります。第２項で言っている３分の１は、これはもしか

失職する者が多数出てきたとか、３分の１を超える、あるいは事故で一挙に委員さんが死

亡されたとかと急激な欠落事項があった場合には、より強行に補充をしなければならない

という条項になりますので、私たちは１名欠けても補充はしていきたいというふうに考え
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ておりますので、その点はご理解をしていただきたいというふうに思います。

それから、最後の５点目は評価委員なのですけれども、評価委員は今回お配りしている

規則の中には記載されておりません。もう一つ、評価委員に対する規則というのをこれか

らつくります。それの予定内容でございますけれども、評価委員はどういう人たちを評価

委員に充てるかというと農業委員会の会長職、それから会長の職務代理者、あと副町長、

産業課長、農業委員会事務局長、それともう一人、学識経験者を１人入れて６名で構成を

させていきたいという今予定でおります。評価委員のこの構成につきましては、別の規則

で定めていきたいというふうに思います。

以上です。

〇議長（佐々木康宏君） 小松議員、３回目です。

〇３番（小松正美君） 農業委員会のこの定数条例の全部改正ということで、新たな考え

方のスタートになるというふうに思います。選任に当たっては、十分慎重に取り進めてい

ただきたいと思いますし、再度確認しますけれども、団体役員の任期切れについての改選

についても今副町長言われた形の中でその段階ですぐ補充するということでよろしいです

ね。

以上、質問を終わらせていただきます。

〇議長（佐々木康宏君） 竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） 今おっしゃられたとおり取り進めます。

〇議長（佐々木康宏君） 他の議員、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第６２号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議案第６２号 北竜町農業委員会委員定数等条例の全部改正については、原案

どおり可決されました。

◎日程第１１ 議案第６３号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第１１、議案第６３号 北竜町税条例の一部改正について

を議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

竹内副町長。
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〇副町長（竹内範行君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第６３号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第６３号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議案第６３号 北竜町税条例の一部改正については、原案どおり可決されまし

た。

◎日程第１２ 議案第６４号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第１２、議案第６４号 なごみ団地公営住宅Ａ棟建設工事

請負契約の締結についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第６４号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第６４号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議案第６４号 なごみ団地公営住宅Ａ棟建設工事請負契約の締結については、

原案どおり可決されました。

ここで午後１時３０分まで休憩いたします。
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休憩 午前１１時４６分

再開 午後 １時３３分

〇議長（佐々木康宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

◎日程第１３ 議案第６５号ないし日程第１８ 議案第７０号

〇議長（佐々木康宏君） 日程についてお諮りいたします。

日程第１３、議案第６５号から日程第１８、議案第７０号まで、平成２８年度補正予算

に係る議案でありますので、一括議題といたしたいと思います。これにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、日程第１３、議案第６５号 平成２８年度北竜町一般会計補正予算（第３号）

について、日程第１４、議案第６６号 平成２８年度北竜町国民健康保険特別会計補正予

算（第２号）について、日程第１５、議案第６７号 平成２８年度北竜町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第１号）について、日程第１６、議案第６８号 平成２８年度北竜町

介護保険特別会計補正予算（第３号）について、日程第１７、議案第６９号 平成２８年

度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計補正予算（第２号）について、

日程第１８、議案第７０号 平成２８年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第２号）に

ついて、以上６件一括議題といたします。

理事者より順次提案理由の説明を願います。

竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 井上総務課長。

〇総務課長（井上 孝君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 中村住民課長。

〇住民課長（中村道人君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 引き続き、中村住民課長。

〇住民課長（中村道人君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 藤井地域包括支援センター長。

〇地域包括支援センター長（藤井政信君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 大矢建設課長。

〇建設課長（大矢良幸君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 引き続き、大矢建設課長。

〇建設課長（大矢良幸君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 議案第６５号から議案第７０号まで、提案理由の説明が終わり
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ましたので、これから質疑を行います。

議案第６５号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

議案第６６号について、質疑があれば発言を願います。

１番、北島議員。

〇１番（北島勝美君） ６ページになりますけれども、１０款３項２目の第三者納付、私

が勉強不足なのかなとは思うのですけれども、第三者納付について内容と仕組みというか、

わかれば教えていただきたいと思います。

〇議長（佐々木康宏君） 中村住民課長。

〇住民課長（中村道人君） 交通事故が発生したことによって発生するものであります。

交通事故の治療というのは長い時間かかりますし、それぞれ損害保険会社というのですか、

かかっている任意保険の部分になりますけれども、保険会社のほうから最終的にこの交通

事故について、この方の治療が終わりましたよというのがやはり結構期間が長いのです。

それで、この場合も事故が発生してからしばらくたって今回確定したものですから、事故

につきましては本年度ではないのですけれども、治療が終わったときに、この方は国民健

康保険の対象の方ですので、保険で対応するもの、損害保険会社で対応するものと国保で

対応するものがあるのですけれども、最初に国保でかかっていたものをお返ししますとい

うような内容で返ってくるというふうに言ったほうがいいのですかね。要するに交通事故

によって起こってくるものです。言い方が悪いかもしれないですけれども。

（何事か声あり）

〇住民課長（中村道人君） 要するにかかったものを保険会社が負担してくれるというこ

とです、簡単に。済みません。

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

議案第６７号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。
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議案第６８号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

議案第６９号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

議案第７０号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第６５号から議案第７０号まで、原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願い

ます。

（賛成者挙手）

〇議長（佐々木康宏君） 全員挙手です。

したがって、議案第６５号 平成２８年度北竜町一般会計補正予算（第３号）について

は、原案どおり可決されました。

議案第６６号 平成２８年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

は、原案どおり可決されました。

議案第６７号 平成２８年度北竜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

ては、原案どおり可決されました。

議案第６８号 平成２８年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第３号）については、

原案どおり可決されました。

議案第６９号 平成２８年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計補

正予算（第２号）については、原案どおり可決されました。

議案第７０号 平成２８年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第２号）については、

原案どおり可決されました。
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◎日程第１９ 認定第２号ないし日程第２６ 認定第９号

〇議長（佐々木康宏君） 日程についてお諮りします。

日程第１９、認定第２号から日程第２６、認定第９号まで、平成２７年度各会計歳入歳

出決算認定に係る議案でありますので、一括議題といたしたいと思います。これにご異議

ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、日程第１９、認定第２号 平成２７年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて、日程第２０、認定第３号 平成２７年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

認定について、日程第２１、認定第４号 平成２７年度北竜町立診療所事業特別会計歳入

歳出決算認定について、日程第２２、認定第５号 平成２７年度北竜町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算認定について、日程第２３、認定第６号 平成２７年度北竜町介護保

険特別会計歳入歳出決算認定について、日程第２４、認定第７号 平成２７年度北竜町特

別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第２５、認定第８号 平

成２７年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、日程第２６、認定第９号 平成２７年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について、

以上８件一括議題といたします。

理事者より順次提案理由の説明を願います。

竹内副町長。

〇副町長（竹内範行君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

平成２７年度各会計歳入歳出決算認定に際し、監査委員より決算審査報告書が提出され

ております。この際、代表監査委員から補足説明があれば発言を許します。

長谷川代表監査委員。

〇代表監査委員（長谷川秀幸君） ただいまより決算審査、基金運用状況審査、健全化判

断比率及び資金不足比率審査の結果につきまして、それぞれの意見書に従ってご報告申し

上げます。

まず、既に皆様方のお手元に配付されております平成２７年度北竜町決算・基金運用状

況審査意見書に従いましてご報告を申し上げます。最初に、１ページの審査の概要では、

１の審査対象決算は平成２７年度北竜町一般会計歳入歳出決算及び６特別会計歳入歳出決

算であります。

２の審査の期間につきましては、８月２３日から２９日までの４日間審査を実施したと

ころであり、３の審査の対象、４の審査の要領はそれぞれ記載のとおりであり、昨年同様

関係諸帳簿及び証書類の照合、さらには担当課などから資料の提出と説明を求め、審査の

適正を期したところであります。

次に、２ページの審査意見では、一般会計及び６特別会計決算審査の総括意見として、
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審査に付された７会計とも決算の計数は正確であり、予算に従って適正に執行されている

ことを認めたところであります。

なお、今後は限られた財源の中で新たな町民ニーズや社会的要請などを踏まえた選択と

集中により、より効果的な施策を推し進めるために一層の財源健全性を維持していくこと

が必要と考えます。そこで、次の５点に特に留意され、取り組んでいただきたい事項とし

て総括意見の中で提示させていただきました。１つ目といたしまして、イ）、行政の推進

については行政改革を着実に推進するとともに、施策の評価に基づく継続的な事務事業の

見直し、改善を図ること。２つ目といたしまして、ロ）、税、使用料、負担金などの未収

金については町民の負担の公平性の観点から、早期解消に向けた効果的な回収を図るとと

もに、新たな滞納の発生についての抑制に努めること。３つ目といたしまして、ハ）、投

資的事業の実施については将来負担に十分留意し、また既存施設の改修、耐震化について

は財政負担の平準化を図りつつ計画的に行うこと。４つ目といたしまして、ニ）、受益者

負担の適正化から、使用料、手数料などの検証を行い、必要に応じて見直しを進めること。

５つ目といたしまして、ホ）、経済情勢の急激な変化や将来の財政需要に備え、引き続き

財政調整基金などへの計画的な積み立てを行うことでございます。

次に、４ページは、各会計の審査概要として７会計の決算総括について記載をしており

ますので、後ほどお目通しをいただきたいと思います。

次に、５ページ、６ページは一般会計の歳入歳出について記載しておりますが、一般会

計の歳出予算に対する執行率は６ページ、イに記載のとおり、９６．３０％で、これは翌

年度繰越明許費７，９２７万２，０００円が未執行となっているものであります。また、

ニで記載のとおり、一般会計における町債の現在高は３８億４，８２８万８，０２６円で、

前年比１．９１％の増となっております。

歳入では、町税、使用料等の徴収率は高率であり、特に住宅使用料現年度分の徴収率は

１００％となっており、職員の努力の成果があらわれております。なお、農業分担金にお

いては減少はしているが、４４４万４，０３０円が未納となっており、滞納者に対しては

引き続き納付計画に基づく納入に最善を期されるようお願いいたすところであります。

なお、歳出全般について、今後においてもさらに事務事業の見直しを行い、経費の合理

化を進めるとともに、法改正や制度変更についての最新情報を収集し、依存財源を的確に

把握し、その確保に努めるなど、なお一層の努力をお願いいたしたいところであります。

７ページの財源の状況は、自主財源と依存財源を対比した表であり、歳入全体における

依存財源の割合が高く、特に地方交付税は４６．６％を占めており、歳入総額に占める自

主財源の割合は２２．２％であります。今後も自主財源確保のため町税等の徴収に努力さ

れ、効率的な財政運営が図られることを望みます。

８ページの支出の状況は、性質別の決算状況となっており、９ページは基金の状況で年

度中の積立金額、取り崩し額、年度末残高となっております。

１０ページは、一部事務組合負担金調べで一部事務組合に対する本町の負担金額、構成
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団体ごとの負担金額を記載しており、８ページから１０ページについては後ほどお目通し

いただきたいと思います。

次に、１１ページから１６ページは特別会計についての記載であり、１１ページの国民

健康保険特別会計においては、国民健康保険料の徴収率は現年度分で９７．３６％、滞納

繰り越し分で１４．５３％であり、未納額は９６５万２，１９８円で、前年度に比較する

と１０７万３，０００円増加しております。国民健康保険事業の健全運営のため、また負

担の公平性の観点から税と連携を密にして引き続ききめ細やかな納付相談や戸別訪問など

により納付の促進を図るとともに、口座振替の勧奨などに努めるなど保険料徴収には最善

を期されるよう望みます。

１２ページの町立診療所事業特別会計では、診療収入が町立診療所では前年度対比２０

２万６，３８５円減で、町立歯科診療所については前年度対比５４万４５７円の減となっ

ているところであり、一般会計からの繰入金は１，７３５万円で、前年度比３５万円の減

となっております。

１３ページの後期高齢者医療特別会計については、保険料収入は１００％であり、今後

も継続されるよう期待いたします。

１４ページの介護保険特別会計については、今後とも保険料徴収には最善の努力を期さ

れるとともに、地域に密着した効果的な介護予防事業の実施及び適切な利用、給付に努め

ていただくことを望むものであります。

また、１５ページの特別養護老人ホーム事業特別会計についても事業内容の見直しとあ

わせ、諸経費の合理化を進めるなど、さらなる経営努力により健全な施設運営を期待する

ところであります。

１６ページの農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計においては、使用料徴収

の努力により滞納額は減少傾向にありますが、滞納者が固定化傾向にあるなど、次年度以

降においても未収金の徴収に最善を期されるよう望むものであります。また、一般会計か

らの繰り出し基準外の繰り出しを受けておりますが、これが増加傾向にあります。今後に

おいては、経営の改善等を検討され、収益の確保と経費の縮減を重ね、繰り出し基準外の

繰出金の縮減に努めていただきたい。

次に、基金についてであります。本町には多くの基金が設けられておりますが、本審査

の対象となるのは地方自治法上、特定の目的のため定額の資金を運用する基金を設けた場

合であって、北竜町土地開発基金と北竜町奨学資金貸付基金の２つの基金をこの対象とし

ております。まず、１つ目は１７ページの土地開発基金でありますが、１８ページの運用

調書のとおり計数は正確でありました。なお、本基金は定額運用基金の扱いを受けている

ものでありますが、平成２７年度の土地先行取得に係る運用相当額が当該年度中、基金に

積み立てられておらず、その現在高は減少しておりました。また、既に土地開発公社は解

散されております。本基金の存在価値が薄れているように感じておりますが、ただ平成２

８年度分の運用額は先ほどの補正予算３号で基金に戻されておりましたが、必要な用地買
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収については一般会計において計上することも検討され、早期に基金の解消に向けて処理

されてよろしいのではないかと思慮いたしております。検討をいただければと思います。

１９ページの奨学資金貸付基金においても計数は正確であり、目的に沿って運用されてい

ることを認めたところであります。貸付運用の計数は、２０ページ記載のとおりでござい

ます。

次に、平成２７年度北竜町簡易水道事業決算審査についてであります。お手元に配付さ

れております平成２７年度北竜町簡易水道事業決算審査意見書に基づき、その審査内容に

ついてご報告を申し上げます。

審査の期日は、平成２８年６月２３日の１日間であり、審査の要領については地方公営

企業法及び関係法令に基づき適正に作成されているか、さらに経営が常に効率的で、かつ

経済性を発揮するとともに公共の福祉の増進に努めていたかに重点を置き、提出された決

算報告書及び関係資料について諸帳簿と照合を行い、内容を審査したほか、担当職員から

説明を求め、審査を実施したところでございます。予算の執行状況及び決算の状況につい

ては、決算書を後ほどお目通しをいただきたいと思います。

審査の結果についてでありますが、軽易な指摘事項についてはそれぞれ審査の過程にお

いて触れておりますので、省略をいたしますが、審査に付された決算諸表は本事業の経営

成績及び財政状況は適法にして正しいものと認めたところであり、経営状況についても適

正かつ効率的な管理運営がなされていると認めたところであります。

審査の意見といたしまして、効率的な管理運営のもと資金収支で６，３５２万９，００

０円の良資金が生じております。今後給水人口の減少などにより給水量の逓減が予測され

るが、料金の未収金発生防止と早期回収に努めつつ、将来の施設修繕や建設改良事業を計

画的に推進していくため、早期に昨年から申し上げておりました中長期財政計画を作成す

るようお伝えしておりました。先ほど補正予算第２号で総務省の通知もあり、中長期的な

経営の基本計画を作成する予算が議決されました。当然その中には財政計画も入ってくる

ことと考えます。無理のない十分な検討をお願いいたします。また、引き続き経費の節減

や漏水防止対策を施し、給水者に対し安定した水の提供に努められることを強く望むとこ

ろでございます。

続いて、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき審査に付された健全化判断

比率及び資金不足比率の審査結果について、お手元に配付されております健全化判断比率

及び資金不足比率の審査意見書に基づき、その審査内容についても報告を申し上げます。

初めに、１ページの１、審査の概要では、審査の対象として平成２７年度一般会計、特

別会計歳入歳出決算に基づき算定されたそれぞれの比率と算定の基礎となった書類であり

ます。

２）の審査の期間は、決算審査と同日の４日間であります。

３）の審査の要領は、記載のとおり、関係書類と照合、また担当課へ資料の提出と説明

を求め、実施いたしました。
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下段の審査の結果及び意見の１）、審査の結果では、ａ）の健全化判断比率中、実質赤

字比率では一般会計と町立診療所事業特別会計を合わせた普通会計における比率でマイナ

ス２．９３％となり、赤字が生じていないためハイフンで表示しております。次の３項目

は全会計が対象であり、連結実質赤字比率はマイナス７．１９％となり、これも赤字が生

じていないため、先ほどと同様ハイフンで表示しております。次の実質公債費比率は８．

５％となりましたが、早期健全化基準の２５．０％未満であり、良好な比率でありました。

４点目の将来負担比率は、充当可能財源が上回り、該当がありませんので、ハイフンで表

示しております。

ｂ）の資金不足比率の対象会計は２会計で、農業集落排水事業及び個別排水処理事業特

別会計がマイナス０．７％、簡易水道事業会計がマイナス１３１．４％とどちらも資金不

足は生じていない状態のため、ハイフンで示しております。

その下、２）の審査意見でありますが、平成２７年度決算に基づき算定された健全化判

断比率は早期健全化基準を、また公営企業会計に係る資金不足比率は経営健全化基準をそ

れぞれ下回りました。特に健全化判断比率中、実質公債費比率、将来負担比率は近年いず

れも減少傾向にあり、努力の成果が見られます。しかしながら、資金不足比率を算出した

法非適用企業につきましては、一般会計からの繰り出し基準外繰入金により収支のバラン

スを保っている状況の会計があり、他の特別会計についても同様の傾向が見られます。こ

れらの特別会計につきましては、経営の改善等を検討され、収益の確保と経費の縮減に向

けて一層の工夫と努力を要望するものであります。

以上、審査意見書に基づく審査結果の概要を申し上げました。

続いて、本報告書に記載不要と判断いたしました事項の中から数点申し上げます。まず、

１点目は財政指標の状況についてでありますが、一般会計と病院会計の合算値である普通

会計決算の中での財政力指数は０．１１３、本町の当面の目標値は０．１から０．１５と

お聞きいたしました。このことから良好な状況と思います。次に、経常収支比率は８２．

７、同じく本町の目標値は８０以下と聞いておりますので、２．７上回っていることにな

ります。この比率が高くなりますと、建設事業を初めとするインフラ整備などへの投資的

経費の率が下がり、自由に使えるお金が少なくなってくることとなってまいります。平成

２６年度決算数値は８６．２でありましたので、改善に向けた努力がうかがえますが、一

層力を注いでいただければと思います。次に、実質公債費比率でありますが、３年平均で

８．５、単年度で７．３、これも同じく本町の目標値は現状を下回らない程度と聞いてお

ります。総じて本町は今までの努力の成果がよい方向に進んでいただいていると感じてお

ります。今後もぜひこの状況を下回らないよう望むところでございます。

２点目に、先ほども少し触れましたが、公営住宅の運営についてであります。住宅料の

未収金は、なしでありました。これが人によっては当然当たり前と感じる方がいらっしゃ

るかもしれませんが、これは職員の並々ならぬ努力の結果と思います。私は、このご苦労

に対し、高く評価させていただきます。まことにご苦労さまでございました。また、公住
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の人件費を除く経営状況をお聞きいたしますと、住宅建設などの投資費用と修繕などの管

理費用に対し、家賃収入のほうがまさっているとお聞きいたしました。入居率の要因が大

きいと思いますが、プラス側であることは供給と消費、すなわち利用者とのバランスがよ

いことで運営上すばらしい実績を上げられていると思います。

３点目でありますが、合同庁舎会計に対する会計処理について申し上げますが、本件に

ついて決算審査の過程で指摘をさせていただきましたところ、本議会の議案として先ほど

補正予算第３号の中で提案をいただいておりました。早速の対応にお礼を申し上げるとこ

ろであります。内容は、先ほど説明のあったとおりでございます。平成２７年度決算にお

いて約４５０万ほどの残金が発生し、平成２８年度へ繰り越されておりましたが、この額

は年間予算に比べ繰越額が多過ぎることを指摘させていただきました。そうしましたら、

担当課といたしまして平成２８年度の合同庁舎連絡協議会負担金において調整し、適正な

会計運営になるよう協議会で検討したいとのことでありました。今回の素早い補正予算の

対応に対し、監査委員といたしましてうれしく思います。

審査意見書に記載不要と判断いたしました事項の中から３点ほど申し上げました。先ほ

どの審査結果の概要とあわせ、それぞれの審査意見書の補足説明とさせていただきます。

なお、説明や資料の準備をいただいた多くの関係職員の方々にお礼を申し上げるところ

であります。ありがとうございました。

〇議長（佐々木康宏君） 長谷川代表監査委員、ご苦労さまでございます。

ただいま代表監査委員から補足説明がございました。

お諮りいたします。これより認定第２号から認定第９号までの審査に入りますが、この

際質疑及び討論を省略し、決算審査特別委員会を設置し、委員会付託により審査すること

にいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、認定第２号から認定第９号までの案件については、決算審査特別委員会を設置

し、委員会付託により審査することに決定いたしました。

ただいま設置されました決算審査特別委員会の構成についてお諮りをいたします。本特

別委員会は、監査委員を除く全議員で構成いたしたいと思います。これにご異議ございま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、本特別委員会は、監査委員を除く全議員で構成することに決定いたしました。

さきに開催されました議会運営委員会において委員長及び副委員長の互選が行われまし

たので、報告いたします。

委員長に山本剛嗣議員、副委員長に小松正美議員、以上のとおり決定されましたので、

よろしくお願いをいたします。
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ただいま決算審査特別委員長に決定されました山本委員長から発言を求められておりま

すので、これを許します。

山本決算審査特別委員長。

〇７番（山本剛嗣君） 一言ご挨拶申し上げます。

ただいまは、決算審査特別委員会の委員長に指名され、大変光栄に存ずるとともに、責

任の重大さを感じているところであり、皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いする次第

でございます。

最近は緊縮財政の中での予算が計上されているわけですが、それだけに決算審査では最

少の経費で最大の効果を上げるように予算執行がなされたかどうか、また予算執行は適切

な時期に住民本位になされたかどうか慎重に審査を行い、十分に検討し、今後に生かして

いかなければならないと考えております。委員会の審査期間は本日から１６日までの３日

間と限られた日数の中ではありますけれども、委員各位のご理解とご協力をお願い申し上

げまして、ご挨拶といたします。どうぞよろしくお願いいたします。

◎延会の議決

〇議長（佐々木康宏君） お諮りいたします。

本日の会議はこれで延会いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、本日はこれで延会することに決定いたしました。

◎延会の宣告

〇議長（佐々木康宏君） 本日はこれで延会いたします。

なお、再開は９月１６日午後４時を予定しておりますので、よろしくお願いをいたしま

す。

本日はお疲れさまでした。

延会 午後 ２時５４分
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